
ひとりで
悩まないで

地域のみんなで
支え合おう

　高齢者世帯や75歳以上でひとり暮らしをしている人1,446人に「困りごと」アンケー
トを配布し、980人に回答いただきました。
　アンケート結果をもとに、幸せますます支えあい隊（生活支援体制整備事業）（※１）は、
生活課題を解決できる仕組みを考え、カタチにしていきます。

　高齢者のみなさんが「困っていること」に対して、どんな支え合いができるのか。多久市は
「幸せますますささえあい隊」のみなさんと一緒に話し合い、解決にむけて取り組んでいきます !!

シルバー人材センターや業者
の紹介など

町の電気屋さんの紹介など

ご近所の人同士（お互いさま）
の支援でできないかなあ？

社会福祉協議会が取り組んでい
る「わかちあいの和」（※２）の紹介

配達をしている店や移動販売の
店の紹介など

悠々クラブ悠々クラブ

次は、市内老人会を支える
“多久市老人クラブ連合会”を紹介します。

次は、市内老人会を支える
“多久市老人クラブ連合会”を紹介します。

市内で活動されている老人クラブを紹介します

グループ名：悠々クラブ（北多久町自由が丘地区）
会 員 数：61人
活 動 日：毎月第 3土曜日
場　　所：自由が丘公民館
代 表 者： 古賀 政彦さん
活動内容： 
◎例会と誕生会…会員相互のかかわりとお祝い
◎小グループ活動…グラウンドゴルフ部、緑化
部、サロン部（毎月第 1土曜日）
◎粗大ごみの回収…ひとり暮らしの高齢者な
ど、リサイクルセンターへ搬出することが難
しい人のために回収作業を行う（年 2 回：お
盆前とお正月前）
◎公民館周辺の清掃、夏祭り会場の草刈り…毎年
夏祭り前に、公民館の周辺と会場の草刈り

おたっしゃだより

こ が まさ ひこ

明日の「元気」を、今「地域と一緒」につくる

問い合わせは、古賀さんまで♪

～困った時は、まずは区長や民生委員、近所の人などに気軽に相談してください～

アンケート項目の「現在、困っていること」1位から 5位について今、利用できる
支援を考えてみました！

　医療ソーシャルワーカーと参加者のみなさんで、在宅医療や訪問介護、
看取りについて話し合いました。

Q１：在宅診療や訪問看護はどうやって受け
ることができるの？

答え：まずは、かかりつけの先生に相談しま
しょう。医療保険や介護保険を利用して
受けることができます。

◎多久市や関係者が連携して、市民のためにさまざまな取り組みを行っていることを知り、
将来への安心の度合いが少し増えました。

◎家族の覚悟は揺れうごくもの。その時は周りの人に支援してもらえると知りました。

◎看取りができるかわかりませんが、最期のときの経過を教えていただき、変化を知って
看取るのだなあ、変化を知ることも大切だなあと思いました。

Q２：自宅で最期を迎えさせたいとおもった
ら誰に相談するの？

答え：まずは、自分の気持ちと家族の気持ち
を確認しましょう。在宅で看取りをす
るためには、家族の覚悟が必要です。

参加者の質問

参加者の声

1位
2位

庭木の剪定
草むしり

3位

5位
電球交換

4位 買 い 物

布団干し

“多久でできる看取り” をテーマに
　　　　市民公開講座を行いました。

（※1）「幸せますます支えあい隊」…地域の区長や民生委員、老人クラブ・サロンの代表、社会福祉協議会、
　　　　　　　　　　　　　　　 事業所などがあつまり、高齢者生活支援の体制づくりに取り組んでいます

（※2）「わかちあいの和」…高齢者、障害者の日常生活のちょっとした困りごとを住民同士で解決する有償ボラ
　　　　　　　　　　　ンティアサービスのこと

「困りごとアンケート」を実施しました
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